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第２章 加西市の概況と公共交通の現状 

2.1 加西市の概況 
 

(1) 位置･地勢 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 加西市の位置と概要 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加西市

加西市

・加西市は兵庫県の南部、播州平野のほぼ中央に位置しており、東は小野市および加東市

に、西は姫路市および福崎町に、南は加古川市に、そして北は西脇市、多可町および市

川町にそれぞれ隣接しています。 

・市の中心部を流れる万願寺川の東側には広大な青野ケ原台地が、西側には鶉野台地が広

がり、播磨内陸地域最大の平坦地を形成しています。特に、この一帯は、ため池が数多

く点在し、県下でも有数の密集地帯となっています。 

・瀬戸内式気候に属しており、冬季の降水量が少なく温暖で暮らしやすい地域となってい

ます。 

・市域としては東西約 12.4km、南北約 19.8km、総面積は 150.22km２となっています。

資料４
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(2) 人口 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 人口･高齢化率･年少人口比率の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※） 年齢不詳人口は除く 

出典） 2020（R2）年以前：国勢調査 

2025 年以降：「日本の地域別将来推計人口」2018［H30］年 3 月推計) 

国立社会保障･人口問題研究所 

 

・加西市の人口は、2020（R2）年国勢調査結果で、約 4 万 3 千人です。 

・1985（S60）年以降、減少傾向にあり、2040 年には、約 3 万 5 千人まで減少する

と国では推計されていますが、この人口減少に歯止めをかけていく必要があります。 

・2020（R2）年の 65 歳以上の人口は 34％（約 14,500 人）を占め、高齢化が進んで

います。 

・今後の少子高齢化傾向に伴い、65 歳までの人口割合は減少していきますが、2040 年

には、65 歳以上の人口が 40％（約 14,000 人）を占め、約 3 人に１人が 65 歳以上

になると推計されています。 
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＜ 地域別人口 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1） 可住地面積は、2019（R1）年 10 月 1 日現在。 

総面積から林野面積と主要湖沼面積を差し引いて総務省統計局が算出

したもの。出典は兵庫県市区町別主要統計指標（2021［R3］年） 

※2） メッシュは 1 辺約 100m 

出典） 2015（H27）年度国勢調査地域メッシュ統計 

＜ 可住地面積割合 ＞ 

・加西市の可住地面積※1 は市全体の 56.3％となっています。 

・加西市の人口分布状況は、北条地区周辺に人口が集中している一方で、20 人未満（メッ

シュ※2 当たり）の低密な地域が市全域に広がっています。 

可住地面積

56.3%

非可住地面積

43.7%
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＜ 地域別高齢化率 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※） メッシュは 1 辺約 100m 

出典） 2015（H27）年度国勢調査地域メッシュ統計 

・高齢化率は、北条地区以外で高くなっており、50％以上となっている地域も点在してい

ます。 
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(3) 観光 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 観光入込客数の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 兵庫県観光客動態調査 

 

・加西市の観光入込客数は、2010（H22）年より増加傾向にありますが、2014（H26）

年には根日女の湯の閉鎖に伴い減少しています。 

・2015（H27）年には「播磨の風土記 1300 年祭」の開催により、観光入込客数が増加

しています。 

・2018（H30）年以降は 2019（R1）年に「加西サービスエリア」が入込客数の対象

になったことも要因としてあるものの、観光入込客数は増加傾向にあります。 

・2020（R2）年は、新型コロナウイルス感染症の影響等により、観光入込客数は減少し

ています。 
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2.2 加西市における交通の現状 
 

(1) 公共交通網 

 

 

 

 
 

＜ 公共交通網 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※） 2022（R4）年 4 月現在

・加西市では、鉄道、高速バス、路線バス、コミュニティバス等、タクシーの公共交通が

運行しています。鉄道・バス路線が北条地区を中心として放射状に広がっており、鉄道・

バスが運行されていないエリアや時間帯など、鉄道・バスではカバーできない需要に対

しては、タクシーが市民の移動手段として、公共交通の役割を担っています。 
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(2) 鉄道の現状 

① 加西市における鉄道の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 加西市における鉄道の概要 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北条鉄道（平日）】 

※） 2022（R4）年 4 月現在 

西脇市駅 

加古川駅 

粟生駅 

北条町駅 

新開地駅 

・加西市の鉄道は、北条地区から南東に北条鉄道が走っており、隣市にある粟生駅でＪＲ

加古川線、神戸電鉄粟生線に乗り継いで、西脇方面や加古川方面、新開地方面などへ行

くことができます。 

・北条鉄道は、5 時 41 分から 23 時 37 分にかけて概ね 1 時間に 1 往復の頻度で運行し

ています。また、北条鉄道の始発から終発の全てにおいて、粟生駅でＪＲ加古川線と神

戸電鉄粟生線と接続しております。また、ＪＲ加古川線や神戸電鉄粟生線においても北

条鉄道と同等の運行本数であるため、ＪＲ加古川線や神戸電鉄粟生線の便と概ね接続で

きている状況です。 

運行時間 5時41分～23時37分

運行本数 42本／日

所要時間 約20分

運　　賃 420円

運行時間 5時45分～23時13分

運行本数 38本／日

所要時間 約20分

運　　賃 240円

運行時間 5時19分～22時18分

運行本数 50本／日

所要時間 約1時間10分

運　　賃 810円

運行時間 5時41分～22時47分

運行本数 46本／日

所要時間 約25分

運　　賃 330円
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※） 2022（R4）年度現在 

出典） 北条鉄道所管データ 

② 鉄道乗車人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 鉄道乗車人員の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③ 駅の整備状況 

 

 

 

 
 

＜ 駅の整備状況 ＞ 

 

 

 

 

 

 

出典） 加西市統計書

・北条鉄道の乗車人員は、2014（Ｈ26）年度では、2001（Ｈ13）年度以降最高とな

る約 36 万人/年となりましたが、2021（R3）年度では少し減少して約 34 万人/年と

なっています。 

・2020（R2）年度は、新型コロナウイルス感染症の影響等により、鉄道乗車人員は大き

く減少しましたが、2021（R3）年度では 2019（R1）年度以前の鉄道乗車人員と同

程度まで戻ってきています。 

・通勤定期利用や定期外利用は、一時的に 2020（R2）年度のコロナ禍による影響を受け

ているものの、駅舎及び沿線施設の整備や各種イベントの実施などの利用促進等の効果

により、増加傾向にあります。 

・一方で、通学定期利用は、2014（Ｈ26）年度の約 18 万人/年をピークに、ここ数年

は減少しています。 

・北条鉄道各駅の整備状況については、駅舎、駐車場、駐輪場、待合室、トイレ（水洗化）

などは全駅に整備されています。しかし、駅前及び駅周辺のバス停の設置状況について

は、北条町駅、播磨下里駅、法華口駅、粟生駅では設置されていますが、その他の駅で

は設置されていません。 
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2020
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2021
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通勤定期 通学定期 定期外

（年度）

（千人）

トイレ

（水洗化）

北条町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

播磨横田 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

長 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

播磨下里 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

法華口 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

田原 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

網引 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

粟生 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

バス停 待合室
自動

販売機

観光

案内板

レンタ

サイクル

レンタ

カー
有人駅 駅舎 駐車場 駐輪場

バリア

フリー
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④ 北条鉄道利用者アンケート調査結果から見た利用状況 

■ 調査概要 

調査日時：2022（R4）年 7 月 13 日（水）、2022（R4）年 7 月 18 日（月・祝）の計 2 日調査 

始発から終発までの全便（概ね 5:30～0:00） 

調査方法：（アンケート調査）調査員が車両に乗り込み、ヒアリングにより調査 

（ カウント調 査 ）調査員が鉄道の乗降者をカウンターにより調査 

調査対象：鉄道利用者全員 

回収枚数：（アンケート調査）2022（R4）年 7 月 13 日（水）：673 票  2022（R4）年 7 月 18 日（月・祝）：284 票 

乗降者数：（カウント調査）2022（R4）年 7 月 13 日（水）：1,748 人 2022（R4）年 7 月 18 日（月・祝）：1,004 人 
 

ⅰ）利用状況 

 

 

 

 

 

＜ 北条鉄道の利用状況 ＞ 

・平日 

 

 

 

 

 

 

 

 

・休日 

 

 

・平日の乗者数は、上りでは２両編成となっている朝の 3 便目が特に多くなっていますが、

下りでは朝の 3 便目や昼間の１０便目、夕方の１３～１５便目で多くなっています。 

・休日の乗者数は、上りでは朝の 2 便目や夕方の 11 便目、下りでは朝の 4 便目や 6 便目、

夕方の 13 便目で多くなっています。 

・平日では全体の 60％、休日では全体の 64％が北条町駅～粟生駅の利用となっています。

出典） 北条鉄道乗降者数カウント調査結果

上り：428

下り：446

上下計：874

上り：228 

下り：274 

上下計：502 

北条町駅 中間駅 粟生駅 計

15 169 184

(3%) (35%) (38%)

23 0 99 122

(5%) (0%) (12%) (25%)

122 55 177

(25%) (11%) (37%)

145 70 268 483

(30%) (14%) (50%) (100%)

平日
降車駅

乗
車
駅

北条町駅

計

中間駅

粟生駅

全体の 60％が北条町駅～粟生駅の利用

北条町駅 中間駅 粟生駅 計

20 66 86

(10%) (31%) (41%)

5 0 29 34

(2%) (0%) (14%) (16%)

69 21 90

(33%) (10%) (43%)

74 41 95 210

(35%) (28%) (42%) (105%)

粟生駅

乗
車
駅

北条町駅

計

中間駅

休日
降車駅

全体の 64％が北条町駅～粟生駅の利用
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57%
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20歳未満 20歳代～30歳代 40歳代～64歳 65歳～75歳 75歳以上

612

260

872

ⅱ）利用者の年齢構成 

 

 

 

 

＜ 利用者の年齢構成 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）北条鉄道利用の目的 

 

 

 

 
 

＜ 北条鉄道利用の目的 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 北条鉄道利用者アンケート調査結果

※1） 複数回答 

※2） 平日 663 票、休日 280 票、合計 943 票

出典） 北条鉄道利用者アンケート調査結果 

・平日では 20 歳未満が最も多くなっており、特に平日においては中高生が通学でよく利

用しています。休日でも 20 歳未満が最も多くなっていますが、20 歳代～64 歳での利

用割合も高くなっています。 

・平日では、主に「通勤」や「通学」目的で利用されています。 

・休日でも、「通勤」や「通学」目的で利用されていますが、北条鉄道に「乗ること（見る

こと）が目的」や「買物」でも利用されていることから、平日と比べて利用形態が異な

っています。 
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ⅳ）駅までの主な移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 駅までの主な移動手段 ＞ 

・平日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・休日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 北条鉄道利用者アンケート調査結果

・平日の北条町駅では、徒歩、自転車、送迎で移動される人が多くなっています。また、

その他の北条鉄道駅では北条町駅と比べ、自転車による移動は若干少なく、送迎、徒歩

で駅まで移動されています。 

・休日の北条町駅では、平日と比べ徒歩での移動が半数となっており、自転車での移動は

少なくなっています。また、その他の北条鉄道駅でも、平日と比べ自転車での移動の割

合が高くなっています。 

・粟生駅では、平日、休日ともに神戸電鉄や JR 加古川線への乗り継ぎがほとんどとなっ

ています。 

38% 42%

0%

1%

4%

0%
0%
0%

3%

5%

2%

26%

33%

5%

1%

0%

0%
30%

26%

6%

35%

33%

6%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北条町

その他

北条鉄道駅

粟生

神戸電鉄 JR加古川線 路線バス
ねっぴ～号 はっぴーバス 日吉地区乗り合いタクシー
自動車（自分で運転） 自動車（送迎してもらう） タクシー
バイク 自転車 レンタサイクル
徒歩 その他

331

212

282

37% 44%

4%

3%
1%

1%
4%

7%

3%

18%

29%

1%

1%

1%

1%
19%

29%

5%

1% 50%

31%

9%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北条町

その他

北条鉄道駅

粟生

神戸電鉄 JR加古川線 路線バス
ねっぴ～号 はっぴーバス 日吉地区乗り合いタクシー
自動車（自分で運転） 自動車（送迎してもらう） タクシー
バイク 自転車 レンタサイクル
徒歩 その他

162

75

100
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ⅴ）北条鉄道利用時の問題点 

 

 

 

 

 

 

＜ 北条鉄道利用時の問題点 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1） 北条鉄道を移動手段として利用されている方の回答を集計

※2） 複数回答 

※3） 平日 553 票、休日 190 票、合計 743 票 

出典） 北条鉄道利用者アンケート調査結果 

■ 参考 アスティアかさいバス停におけるバス停配置状況 

アスティアかさいバス停があるロータリーに

おいては、路線バス・コミュニティバス・高

速バスが接続していますが、それぞれバス停

の位置が異なっています。さらにはバス停標

柱に設置している時刻表においても、それぞ

れ異なっていることから、利用者にとって乗

り継ぎが不便な状況となっています。 

＜ アスティアかさいバス停周辺 

のバス停配置状況 ＞

・平日では、「運行本数が少ない」という回答が最も多くなっており、「運賃が高い」や「IC

カードが利用できない」「車両が混雑」という回答も多くなっています。 

・休日でも、平日と同様に「運行本数が少ない」や「運賃が高い」「IC カードが利用できな

い」という回答が多くなっていますが、平日と比べて「車両が混雑」という回答は少な

くなっています。 
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61%

28%

9%

37% 37%
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(3) 路線バスの現状 

① 加西市における路線バスの概要 

 

 

 

 

 

＜ 加西市における路線バス路線網図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※） 2022（R4）年 4 月現在

・市内の路線バスは、全て神姫バスによって運行されており、中国縦貫自動車道を走る高

速バスは西日本ＪＲバスと神姫バス、ウイング神姫によって運行されています。 

・系統は、姫路～北条線（大貫経由、山田経由）、姫路～古法華線、宝殿～北条線、姫路～

社線、社～北条線、八千代～北条線の７系統となっています。 
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＜ 加西市における路線バスの概要 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 路線バス乗車人員の推移 

 

 

 

 

＜ 路線バス乗車人員の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1） 行政支援を行っている系統の乗車人員を示す 

※2） 高砂～北条線は2020（R2）年度より行政支援の対象路線となった

出典） 神姫バス所管データ 

・路線バスの乗車人員の推移を見ると、2016（H28）年度以降減少傾向となっており、

2020 年（R2）年度は新型コロナウイルス感染症の影響等により約 46 万人と大きく

減少しています。2021（R3）年度は若干ではあるが、乗降者数は増加しています。 

※1） 2022（R4）年 4 月現在 

※2） 津山エクスプレス京都号は 2020（R2）年 10 月 1 日（木）より休止

163,908 167,469 167,483 148,172 149,082
122,474 116,771

232,537 246,165 247,158
239,728 240,705

196,839 211,310

112,465
105,082 104,109

104,229 105,871

86,874 80,890

14,490 16,045 15,733
14,328 11,757

6,692
8,81921,866 35,510

10,221 13,543 13,447
10,413 7,904

5,974
6,742

23,551 21,874 21,072
20,302 19,397

15,673 16,618

557,172 570,178 569,002
537,172 534,716

456,392
476,660

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

2015年

（H27）

2016年

（H28）

2017年

（H29）

2018年

（H30）

2019年

（R1）

2020年

（R2）

2021年

（R3）

姫路～社線 姫路～北条線（山田経由） 姫路～北条線（大貫経由）
社～北条線 高砂～北条線 大和～北条線
姫路～古法華公園線（人/年）

系統 運行日 利用料金

平日： ６時２４分～２１時５０分 平日： ３７便

休日： ６時３０分～２１時５０分 休日： ３７便

平日： ５時４０分～２１時４９分 平日： ２８便

休日： ６時２５分～２１時４９分 休日： ２０便

津山エクスプレス

京都号

月曜～金曜の平日

（土・日・祝は運休）

姫路～北条線 平日： ５時２７分～２３時３０分 平日： ２８便

（山田経由） 休日： ５時３５分～２３時３１分 休日： ２５便

姫路～北条線 平日： ６時４１分～２０時４５分 平日： １３便

（大貫経由） 休日： ６時４９分～１９時１７分 休日： ９便

冬期： ７時１６分～１７時１７分 冬期： ４便

夏期： ７時１６分～１８時２９分 夏期： ５便

平日： ６時１０分～２２時１２分 平日： ２０便

休日： ６時４０分～２２時０８分 休日： ２０便

平日： ６時０５分～１９時５１分 平日： １１便

休日： ６時５０分～１７時１７分 休日： ６便

月曜～金曜の平日

（土・日・祝は運休）
姫路～古法華線 ４便８時３０分～１８時０９分

・初乗り：１７０円
・姫路駅北口～古法華公園間：６８０円

・大阪駅～北条間：１,５６０円

４便

・初乗り：１７０円
・アスティアかさい～

 嬉野台生涯教育センター間：８４０円

・三宮～北条間：１,４７０円

７時２０分～１６時２９分

毎日運行

社～北条線

宝殿～北条線

・初乗り：１７０円

・姫路駅北口～社営業所間：１,１９０円

・初乗り：１７０円
・大和～アスティアかさい間：９６０円

八千代～北条線

・初乗り：１７０円

・姫路駅北口～北条営業所間：８９０円

運行時間 運行本数

中国ハイウェイバス

ウイング神姫

高速バス

毎日運行

毎日運行

姫路～社線

休止

・初乗り：１７０円

・姫路駅北口～北条営業所間：８９０円

毎日運行

月曜～金曜の平日

（土・日・祝は運休）

・初乗り：１７０円
・宝殿駅北口～北条営業所間：８７０円

毎日運行

毎日運行
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＜ 路線バスにおけるバス停別乗降者数（2021［R3］年度 1 日あたり乗降者数）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※) バス停位置及びバス路線は 2021（R3）年度 4 月時点

出典） 神姫バス所管データ 

＜ 北条町駅周辺拡大図 ＞
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③ 路線バス利用者アンケート調査結果から見た利用状況 

■ 調査概要 

調査日時：2022（R4）年 7 月 13 日（水）、2022（R4）年 7 月 18 日（月・祝）の計 2 日調査 

7：00～19：00（12 時間） 

調査方法：調査員をアスティアかさいバス停に配置し、バス利用者に対して 

ヒアリングにより調査 

調査対象：アスティアかさいバス停を乗降するバス利用者全員 

 

回収枚数：2022（R4）年 7 月 13 日（水）：45 票 

2022（R4）年 7 月 18 日（月・祝）：27 票 

 

ⅰ）アスティアかさいバス停乗降者の年齢構成 

 

 

 

 

＜ アスティアかさいバス停乗降者の年齢構成 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典) 路線バス利用者アンケート調査結果

・平日では 20 歳未満や 20 歳代～30 歳代が多くなっており、40 歳代以上の利用は年

齢とともに減少しています。休日では平日と比べ、20 歳代～30 歳代や 40 歳～64

歳の利用が多くなっている一方で、20 歳未満の利用は少なくなっています。 
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17%
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22%
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41
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65
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ⅱ）アスティアかさいバス停乗降者の利用目的 

 

 
 

＜ アスティアかさいバス停乗降者の利用目的 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）アスティアかさいバス停乗降者の路線バス利用時の問題点 

 

 

 

 

＜ アスティアかさいバス停乗降者の路線バス利用時の問題点 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1） 複数回答 

※2） 平日 44 票、休日 27 票、合計 71 票 

出典） 路線バス利用者アンケート調査結果

※1） 複数回答 

※2） 平日 38 票、休日 23 票、合計 61 票 

出典） 路線バス利用者アンケート調査結果

・平日では、「通勤」や「通学」目的での利用が多くなっています。 

・休日では、「観光」や「買物」目的での利用者が多くなっています。 

・平日では、「特に問題がない」という回答が最も多くなっており、「便数が少ない」とい

う回答も多くなっています。 

・休日では、「特に問題がない」という回答が多くなっています。 
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(4) コミュニティバス等の現状 

① 加西市におけるコミュニティバス等の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 加西市におけるコミュニティバス等路線網図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・市内ではコミュニティバスであるねっぴ～号とはっぴーバス、宇仁ふれあいバス、福崎

町・加西市連携コミュニティバスが運行されています。 

・ねっぴ～号は主に北条地区を巡回している市街地線（中富口線、福祉会館線）、北条地

区を起終点として宇仁地区に接続する国正線、九会地区に接続する九会線、フラワーセ

ンターに接続するフラワーセンター線、sora かさいに接続する sora かさい線が運行

されています。 

・はっぴーバスは西在田地区と泉・日吉の一部地区において、中富口バス停を起終点とし

て南北に若井線、万願寺線、芥田線、東西に根日女線が運行されています。なお、はっ

ぴーバス、宇仁ふれあいバスの運営の一部は、地域のＮＰＯ法人が担っています。 

※） 2022（R4）年 4 月現在 

運行日 運行時間
運行
本数

利用料金

・初乗り：１７０円

・中富口～アスティアかさい間：２３０円

・初乗り：１７０円

・東国正～アスティアかさい間：５２０円

・初乗り：１７０円

・九会～アスティアかさい間：４３０円

フラワー
センター線

７時４３分～１９時２７分 ６便
・初乗り：１７０円
・フラワーセンター南門前～アスティアかさい間：２７０円

soraかさい線 土・日・祝のみ運行 ９時２８分～１６時２５分 １２便
・初乗り：１７０円
・soraかさい～イオンモール加西北条間：３９０円

ねっぴ～号

系統名

市街地線 ２３便

国正線 ４便

九会線 ８便

月曜日～金曜日
の毎日運行

（土・日・祝は運休）

８時１８分～１７時３８分

７時３０分～１５時２７分

７時５８分～１６時３３分

運行日 運行時間
運行
本数

利用料金

万願寺線 ７時４１分～１６時２７分 ６便

芥田線 ７時４６分～１６時４０分 ５便

若井線 ８時２０分～１６時３０分 ６便

根日女線 水曜日のみの運行 ８時２５分～１２時５２分 ５便

火曜日・木曜日のみ運行 ９時５６分～１０時２０分 ２便 ・１回３００円

月曜日～金曜日

の毎日運行
（土・日・祝は運休）

８時００分～１６時００分 －
・１回２００円
・回数券：２，０００円（１１回分）

系統名

はっぴーバス

月曜日～金曜日
の毎日運行

（土・日・祝は運休）
・１回２５０円

・回数券：２，０００円（９回分）

８時２０分～１６時３０分 ７便
・１回２００円

小印南線 月曜日・水曜日のみ運行 ８時２０分～１６時３１分 ７便

福崎町・加西市連携コミュニティバス

日吉地区乗り合いタクシー

宇仁ふれあいバス
国正線 火曜日・木曜日のみ運行
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② コミュニティバス等の変遷 

 

 
 

＜ コミュニティバス等の変遷（2022［R4］年 4 月末時点）＞ 

年次 月 概要 

1997（H9）年 4 月 「加西市コミュニティバス」運行開始（市街地循環 3 系統、車両２台）

2000（H12）年 6 月 3 路線新設（若井・万願寺線、国正・滝野線、古法華公園線） 

2005（H17）年 ３月 古法華公園線の廃止 

2005（H17）年 4 月 青野原病院線の導入 

2008（H20）年 10 月 
路線・ダイヤ改正 

➣若井・万願寺線を「若井線」「万願寺・芥田線」に区分       等 

2011（H23）年 2 月 

路線・ダイヤ改正 
➣加西市コミュニティバス郊外線「中富口線」を導入         等

はっぴーバスの実証運行開始（４系統）［無償運行］（はっぴーバス導入

に伴い、「加西市コミュニティバス」の若井線、万願寺・芥田線は 2011

［H23］年 3 月に廃止） 

2011（H23）年 10 月 はっぴーバスの有償運行開始 

2012（H24）年 4 月 
路線・ダイヤ改正 

➣国正線は、滝野駅までのルートを廃止（東国正まで）        等

2012（H24）年 11 月 
加西市コミュニティバスの名称変更（加西市コミュニティバス→

KASAI ねっぴ～号）及びラッピングによるバスのデザイン変更 

2013（H25）年 4 月 はっぴーバスの本格運行開始 

2013（H25）年 10 月 
路線改正 

➣はっぴーバス根日女の湯線の終点バス停の変更［根日女の湯前→まえだク

リニック前］（根日女の湯の閉館のため） 

2015（H27）年 4 月 
コミュニティバス再編（３系統→４系統） 

➣運行車両の増加（２台→３台） 

➣フラワーセンター線の導入 

2015（H27）年 10 月 
コミュニティバス再編 

➣青野原病院線は、青野原病院の移転に伴い、九会までの運行となり、名称

も九会線に変更                         等

2016（H28）年 9 月 
はっぴーバス フリー降車開始 

➣はっぴーバス運行路線のうち、安全が確保できる区間について、バス停以

外の希望の場所で降車可能となる 

2016（H28）年 11 月 

加西市内バス無料乗車券の導入 
➣75 歳以上の人や子育て世帯など、対象の人が加西市内区間でバスを利用

する際に、身分証などの証明を提示し、無料乗車券を使うとバスの運賃が

無料となる 

2020（R2）年 4 月 

コミュニティバス再編 
➣フラワーセンター線において、丸山バイパス開通に伴い、「丸山バイパス

バス停」を新設し、合わせてルートも変更 

免許返納者バス無料乗車券の配布 

2020（R2）年 10 月 宇仁ふれあいバスの試験運行開始 

2021（R3）年 1 月 宇仁ふれあいバスの本格運行開始 

2021（R3）年 4 月 福崎町・加西市連携コミュニティバスの運行開始 

2022（R4）年 3 月 日吉地区乗り合いタクシーの試験運行開始 

2022（R4）年 4 月 

コミュニティバス再編 
➣ねっぴ～号において、「市役所正面口バス停」を新設し、合わせてルート

も変更 

➣九会線において、sora かさいのオープンに伴い「sora かさいバス停」を

新設し、合わせてルートも変更 

➣sora かさい線の導入 

2022（R4）年 5 月 日吉地区乗り合いタクシーの本格運行開始  

・コミュニティバス等の路線やダイヤをアンケート調査や利用者及び地域住民の意見をベ

ースにして以下のとおり随時見直しを行っています。 



第２章 加西市の概況と公共交通の現状 

23 

37,284

32,836

28,931
26,566

24,223

20,681
18,977

15,356
12,032

9,261
7,559

5,235
2,629 2,862 2,653

1,102 1,579 1,811 2,130 1,891 1,422 1,529

566 4,041

5,420 5,610 6,059
7,358

8,379
9,431

10,55210,258
8,989 8,480

2,026

1,948

2,116

2,422

2,441

2,328
2,370

2,259

1,818

1,566
1,561

2,180
2,040 2,013 2,201 1,674

2,024

3,769
3,702

3,350

2,203 2,398

534

582

554

524

492

2,914
2,791

2,214

2,160

1,986
1,972

2,913
2,622 2,326 2,509 2,930

5,247

5,747

6,680 8,465

7,204 7,297
5,208

3,848
5,729 5,552 4,888

5,560

6,789

7,234
7,763

6,715 5,768

2,651

3,222

2,643

1,891

1,690
2,113

2,101

2,114

1,828

1,852
1,534

456
942

42

42,495

38,588

34,244

31,403

28,846
28,036

26,239

21,943

17,838

14,665
13,192

19,577

16,559

18,54018,974
17,952

22,789

27,547

30,298
31,727

26,989
26,456

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

2000

(H12)

2001

(H13)

2002

(H14)

2003

(H15)

2004

(H16)

2005

(H17)

2006

(H18)

2007

(H19)

2008

(H20)

2009

(H21)

2010

(H22)

2011

(H23)

2012

(H24)

2013

(H25)

2014

(H26)

2015

(H27)

2016

(H28)

2017

(H29)

2018

(H30)

2019

(R1)

2020

(R2)

2021

(R3)

（人/年）

（年度）

③ コミュニティバス等乗車人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ コミュニティバス等乗車人員の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1） 古法華公園線は2004（H16）年度で廃止。 

※2） 青野原病院線は2005（H17）年度より導入。その後、青野原病院線は青野原病院移転に伴い、九会ま

での運行に変更(2015［H27］年10月)となり、名称も九会線に変更となった。 

※3） フラワーセンター線は(2015［H27］年4月)に導入。 

※4） はっぴーバス、中富口線は2011（H23）年2月1日より導入。 

（但し、はっぴーバスの2010（H22）年度分は計上していない） 

※5） 加西市コミュニティバスの若井線、万願寺・芥田線は2011（H23）年3月31日で廃止。その後、はっ

ぴーバスとして、万願寺線・芥田線・根日女線・若井線の4系統で運行。 

※6） 宇仁ふれあいバスは（2020［R2］年10月）より導入 

※7） 福崎町・加西市連携コミュニティバスは（2021［R3］年4月）より導入 

出典） 加西市所管データ 
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・コミュニティバス等乗車人員は、2000（H12）年度より 2010（H22）年度まで減

少傾向にありましたが、2011（H23）年 2 月のはっぴーバスの導入及び路線・ダイ

ヤの改正等により、コミュニティバス等乗車人員が増加しました。その後 2019（R1）

年度までは概ね増加傾向にありましたが、2020（R2）年度以降は宇仁ふれあいバス

や福崎町・加西市連携コミュニティバスが運行開始になりましたが、新型コロナウイル

ス感染症の影響等もあり乗車人員は減少しています。 

・はっぴーバスの乗車人員は、2011（H23）年 2 月の導入後、2013（H25）年度が

最も利用者が多くなり、その後利用者は合計で 5,000 人/年を下回るなど減少傾向に

ありましたが、2017（H29）年度以降は 7,000 人/年前後を推移しています。 
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はっぴーバス(若井・万願寺線) 宇仁ふれあいバス
福崎町・加西市連携コミバス
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＜ はっぴーバス乗車人員の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※） 根日女線は2013（H25）年10月の根日女の湯の閉館により、つつ

み医院前［現 まえだクリニック前］が終点となった。 

出典） 加西市所管データ 
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＜ コミュニティバス等におけるバス停別乗降者数（2021［R3］年度 1 日あたり乗降者数）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ※) バス停位置及びバス路線は 2021（R3）年度 4 月時点

出典) 加西市所管データ 

＜ 北条町駅周辺拡大図 ＞
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④ コミュニティバス等利用者アンケート調査結果から見た利用状況 

■ 調査概要 

調査日時：ねっぴ～号、宇仁ふれあいバス※１（国正線）：令和 3 年 10 月 19 日（火） 

はっぴーバス、宇仁ふれあいバス※１（小印南線）：令和 3 年 10 月 20 日（水） 

ねっぴ～号（sora かさい線）：令和 4 年 7 月 18 日（月・祝日） 

日吉地区乗合タクシー※２：令和 4 年 7 月 11 日（月）～令和 4 年 7 月 26 日（火）

の平日 11 日間 

始発から終発までの全便（概ね 7:30～19:00） 

調査方法：調査員が車両に乗り込み、ヒアリングにより調査 

調査対象：バス利用者全員 

回収枚数：143 票 

 

 

 

 

ⅰ）コミュニティバス等利用者の年齢構成 

 

 

 

＜ コミュニティバス等利用者の年齢構成 ＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典) コミュニティバス等利用者アンケート調査結果 

・合計で見ると 75 歳以上の割合が高くなっていますが、フラワーセンター線では他の系

統と比べ、65 歳未満の利用が多くなっています。 
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20歳未満 20歳代～30歳代 40歳～64歳 65歳～75歳 75歳以上

42

7

13

13

136

29

13

6

13

※1 宇仁ふれあいバスについては、票数が少なかったことから、宇仁郷まちづくり協議会の協力のもと、

運転手による調査票配布による調査を追加で実施（令和 3 年 11 月 1 日（月）～5 日（金）まで［3

日（水）の祝日は除く］） 

※2 日吉地区乗り合いタクシーについては、運転手により調査を実施 
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ⅱ）コミュニティバス等利用の目的 

 

 
  

＜ コミュニティバス等利用の目的 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）コミュニティバス等利用時の問題点 

 

 

 

 
  

＜ コミュニティバス等利用時の問題点 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1） 複数回答 

※2） 市街地線 13 票、国正線 3 票、九会線 5 票、フラワーセンター線 6 票、sora かさい線 3 票、はっぴーバス 17

票、宇仁ふれあいバス 10 票、日吉地区乗り合いタクシー5 票、合計 62 票 

出典） コミュニティバス等利用者アンケート調査結果 

・利用目的は、いずれの系統も「通院・お見舞い」や「買物」での利用の割合が高くなっ

ていますが、フラワーセンター線では、「通勤」での利用割合が最も高くなっています。

・全ての系統において「特に問題ない」との回答が多くなっていますが、フラワーセンタ

ー線では「便数が少ない」、市街地線、九会線、日吉地区乗り合いタクシーでは「バス

がない」、宇仁ふれあいバスでは「バス待ち環境が悪い」という回答も多くなっていま

す。 

※1） 複数回答 

※2） 市街地線 33 票、国正線 9 票、九会線 10 票、フラワーセンター線 12 票、sora かさい線 6 票、はっぴーバス

29 票、宇仁ふれあいバス 13 票日吉地区乗り合いタクシー15 票、合計 127 票 

出典） コミュニティバス等利用者アンケート調査結果 
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(5) 鉄道・バスによるカバー状況 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 鉄道・バス勢圏図（駅勢圏 500ｍ、バス停勢圏 300ｍ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人口構成】 

合計：44,268 人

･2015（H27）年度国勢調査結果の人口メッシュデータにより集計 

・駅勢圏は各駅を中心に半径 500m（徒歩圏） 

・バス停勢圏は各バス停を中心に半径 300m（徒歩圏） 

・公共交通高サービス地域とは、運行本数 30 本以上の駅勢圏やバス停勢圏がある地域

・公共交通低サービス地域とは、運行本数 30 本未満のバス停勢圏しかない地域（日吉

地区乗り合いタクシーは、仮に 30 分に 1 回運行したとしても、8 時から 16 時の 9 時間

で 18 本となるため、低サービス地域としている） 

・運行本数 30 本とは、概ね片方向 1 時間に 1 本の運行頻度 

・鉄道・バス不便地域とは、駅から 500ｍ以上かつバス停から 300ｍ以上の地域 

※1) メッシュは 1 辺約 100m 

 ※2) バス停位置及びバス路線、運行本数は

2022（R4）年 4 月時点 

出典) 2015（H27）年度国勢調査地域メッシュ

統計 

・北条鉄道の各駅を中心に半径 500ｍ、各バス停を中心に半径 300ｍをそれぞれの徒歩

圏（鉄道・バス勢圏）と設定すると、加西市民の約２割が高サービス地域（運行本数

30 本以上の駅勢圏やバス停勢圏がある地域）、約４割が低サービス地域（運行本数 30

本未満のバス停勢圏しかない地域）に居住しており、合わせて約６割の人は鉄道・バス

を利用できる状況にありますが、残り約４割の人が鉄道・バスの全くない鉄道・バス不

便地域に居住しています。 
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21.1%
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地域人口
鉄道・バス

不便地域人口

低サービス

地域人口
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【人口構成】 

合計：44,268 人

･2015（H27）年度国勢調査結果の人口メッシュデータにより集計 

・駅勢圏は各駅を中心に半径 1ｋm（徒歩圏） 

・バス停勢圏は各バス停を中心に半径 500m（徒歩圏） 

・公共交通高サービス地域とは、運行本数 30 本以上の駅勢圏やバス停勢圏がある地域

・公共交通低サービス地域とは、運行本数 30 本未満のバス停勢圏しかない地域（日吉

地区乗り合いタクシーは、仮に 30 分に 1 回運行したとしても、8 時から 16 時の 9 時間

で 18 本となるため、低サービス地域としている） 

・運行本数 30 本とは、概ね片方向 1 時間に 1 本の運行頻度 

・鉄道・バス不便地域とは、駅から 1ｋｍ以上かつバス停から 500ｍ以上の地域 

【参考：駅勢圏 1ｋｍ、バス停勢圏 500ｍでのカバー状況】

※1) メッシュは 1 辺約 100m 

 ※2) バス停位置及びバス路線、運行本数は 2022（R4）年 4 月時点

出典) 2015（H27）年度国勢調査地域メッシュ統計 

6,171人

13.9%

21,007人

47.5%

17,089人

38.6%

高サービス

地域人口

鉄道・バス

不便地域人口

低サービス

地域人口
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(6) 鉄道・バスに対する行政支援 

 

 

 

＜ 鉄道・バスに対する行政支援 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鉄道・バスに対する行政支援は、合計で見ると年々増加傾向にあり、2021（R3）年

では約 11,600 万円/年となっています。 

※1） 加西市内のみの金額を示す 

 ※2） 2020（R2）年度の宇仁ふれあいバスは、運行が開始された 10 月から翌 3 月

までの半年間の行政支援額を示す 

出典） 加西市所管データ 

33,650 34,265 38,867 35,678 43,546 44,230 44,586 50,288 51,350

4,200 4,227
17,034 19,379

21,171 22,559
26,855 26,352 27,615

31,074 37,729
23,824 26,486 16,685 22,684

25,289 32,511

57,419
43,949 22,420

74,508
80,130 76,723 80,921

95,690
103,093

129,620 129,511

115,726
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（千円/年）
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(7) 高齢者・障がい者の移送サービス事業の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 移送サービス事業の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 加西市所管データ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障がい者関係 

・高齢者関係 

・概ね 65 歳以上で車椅子を利用している高齢者や障がい者で、公共交通機関において移

動困難な人を対象に、リフト付きワゴン車（かたつむり号）により、通院等の送迎を行

っています。 

・対象となる高齢者の利用については一時利用者が固定化し、利用回数も減少していまし

たが、2013（H25）年からは、対象者及び利用の要件を緩和し、新規利用者が増加

しています。 

・また、障がい者関係では、実利用者が伸びないこともあり、サービス回数は大きく減ら

していますが、毎年 3～4 人程度の利用があります。 

・両サービスともに、新型コロナウイルス感染症の影響等により、2020（R2）年は前

年と比較して利用者は減少していますが、2021（R3）年は一定戻りつつあります。 

出典） 加西市所管データ 
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(8) 道路交通の現状 

① 交通事故の状況 

 

 

 

 
 

＜ 高齢者が第１当事者（主に加害者）となる交通事故件数の推移（加西警察署管内）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自動車運転免許返納者数の状況 

 

 
 

＜ 自動車運転免許返納者数の推移（加西警察署管内）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※1） 運転経歴証明書発行者数を自動車運転免許返納者とみなしている 

※2） 本グラフは加西警察署所管内のみのデータであるため、明石更新センター

で返納したデータは含まれない。 

出典） 加西警察署所管データ 

出典） 交通年鑑

・高齢者が第 1 当事者（主に加害者）となる交通事故件数の推移は、全体で見ると減少

傾向にあります。高齢者事故件数は 2004（H16）年、2005（H17）年では若干減

少していますが、高齢者ドライバーの増加に伴って 2006（H18）年以降は増加傾向

を示しています。 

・加西警察署管内の自動車運転免許返納者数は 2011（H23）年から増加傾向にあり、

2021（R3）年では 216 人/年と大きく増加しています。 
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(9) 加西市における人の動き 

■ パーソントリップ調査とは                 
① 外出率 

 

 

 

 

 

 

＜ 年齢３区分別外出率の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

79%

98%

88%

44%

78%

97%

85%

52%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 5～14歳 15～64歳 65歳以上

2006(H18) 2010(H22)

経済・社会の営みは、「人」がいて初めて成り立つものであり、また、その「人」

は、都市や農村に住み、「移動」し活動しています。この「人（Person）の動き（Trip）」

から都市を分析していくのが、パーソントリップ調査です。 

これまで 1970（S45）年の第 1 回調査以降 10 年ごとに、京阪神都市圏におい

て調査を実施しており、直近のパーソントリップ調査は 2010（H22）年の第５回

近畿圏パーソントリップ調査になります。なお、播磨地域においては 2006（H18）

年にもパーソントリップ調査を実施しています。 

パーソントリップ調査（以下、「PT」と示す。）とは、「いつ」「どこから」「ど

こまで」「どのような人が」「どのような目的で」「どのような交通手段を利用し

て」動いたのかを調査し、人の1日のすべての動きをとらえるものです。 

ある目的による、出発地から目的地までの移動を1トリップと数え、そのトリ

ップの詳細を調査します。 

これにより、鉄道や自動車、徒歩といった交通手段の利用割合や、トリップ

数などを求めることができます。 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2006［H18］播磨 PT,2010［H22］近畿 PT）

・加西市民の外出率は、2010（H22）年では 78％となっています。 

・年齢 3 区分別に見ると、2010（H22）年では５～14 歳が 97％、15～64 歳は 85％

と高い外出率であるのに対して、65 歳以上では 52％と低くなっています。 

・2006（H18）年と 2010（H22）年を比較すると、5～14 歳及び 15～64 歳では

あまり変化がみられませんが、65 歳以上では 2010（H22）年の方が 8％高くなっ

ています。 
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② 移動目的及び利用交通手段 

 

 

 

 
 

＜ 年齢３区分別移動目的 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 年齢３区分別利用交通手段 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿 PT） 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿 PT） 

・年齢 3 区分別に移動目的を見ると、５～14 歳では「登校」目的、15～64 歳では「出

勤」や「自由」目的、65 歳以上では「自由」目的が多くなっています。 

・年齢 3 区分別に利用交通手段を見ると、５～14 歳では「徒歩」、15～64 歳、65 歳

以上ではほとんどの人が「自動車」を利用されています。 
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＜ 年齢 3 区分別利用交通手段の推移 ＞ 

（全体） 

 

 

 

 

 
 

（5～14 歳） 

 

 

 

 

 
 

（15～64 歳） 

 

 

 

 

 
 

（65 歳以上） 

 

 

 

 

※） 2006［H18］播磨 PT 調査圏域内の居住者による集計結果 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2006［H18］播磨 PT,2010［H22］近畿 PT） 

・2006（H18）年から 2010（H22）年の加西市全体の利用交通手段の推移を見ると、

大きな変化はありませんが、年齢 3 区分別に見ると、５～14 歳では「徒歩」の割合が

減少、「自動車」の割合が増加、65 歳以上では「自転車」の割合が減少、「徒歩」の割

合が増加しています。 

・65 歳以上の「自動車」の割合は、2006（H18）年から 2010（H22）年にかけて

若干の増加となっていますが、高齢者人口や外出率の増加に伴って、自動車利用量は約

1.6 倍増加しています。 
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③ 市町間の移動状況 

 

 

 

 

＜ 市町間の人の動き ＞ 
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6
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1
26

674
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16
76

265

2451

49
82

4521

634
978

7711

41
83

1294

7
4
7
8

1864

8444

4277

1228
2

加東市

加西市

小野市

西脇市

姫路市

神戸市

加古川市

丹波地域

淡路地域

但馬地域

岡山以西

大阪以東

阪神北地域

三木市

阪神南地域

東播磨地域

西播磨地域

神崎郡神河町

神崎郡福崎町

神崎郡市川町

多可郡多可町

凡例

10,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日以上

5,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日以上10,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満

3,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日以上5,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満

1,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日以上3,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満

500ﾄﾘｯﾌﾟ/日以上1,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満

500ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満

※） 出発地または到着地が不明のデータを除いて集計 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿 PT）

・加西市の市町間の移動状況で最も多いのは、姫路市で約１万２千トリップ、次いで加東

市が約８千トリップとなっています。以下、順に小野市、加古川市との流動が多くなっ

ています。 
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④ 加西市居住者の主な行き先 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 加西市居住者の主な行き先 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡　例

第１位流動

第２位流動

第３位流動

※） 出発地または到着地が不明のデータを除いて集計 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿 PT）

九会

泉

下里

賀茂

富合

日吉

富田 宇仁

加東市

西脇市

小野市

加古川市

姫路市

北条

西在田

・市内での移動需要を見ると、どの地区でも加西市の中心市街地である「北条地区」への

移動が最も多くなっています。また、北条地区以外では、九会、下里、泉地区が主な行

き先になっています。 

・市外への移動需要を見ると、北条、賀茂、富田、西在田地区などの市の西部の地区では、

隣接する姫路市への移動需要が高くなっています。また、日吉、宇仁、富合、九会地区

などの市の東部の地区では、隣接する北播磨地区の加東市や小野市などへの移動需要が

高くなっています。 
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(10) クルマを気軽に利用できない人の移動特性 

① クルマを気軽に利用できない人の定義と人数 

 

 

 

 

 

 

■ クルマを気軽に利用できない人の定義 

次のいずれかに該当する人を「クルマを気軽に利用できない人」として設定 

・自動車運転免許証を持っていない 

・世帯に車がない 
 

＜ クルマを気軽に利用できない人の人口割合 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿 PT） 

 

 

クルマを気軽に

利用できない人

13,484

29%

その他の人

32,809

71%

計：46,293人

（5歳以上人口）

・バス及び鉄道利用者は、自動車を気軽に利用しにくい人によって利用されている傾向が

あったことから、「自動車運転免許証を持っていない」又は「世帯に車がない」人をク

ルマが気軽に利用できない人と定義して、その人の移動特性を分析しています。 

・加西市民のクルマを気軽に利用できない人数は直近のパーソントリップ調査結果から推

計すると、約 13,500 人（全体の約３割）が該当します。 
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② 個人属性の比較 

 

 

 

 

 

＜ 個人属性の比較 ＞ 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

＜ 年齢 3 区分別のクルマを気軽に利用できない人の割合 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クルマを気軽に利用できない人の個人属性をその他の人と比較すると、女性、5～14

歳及び 75 歳以上、無職及び就学者の人の割合が高くなっています。 

・年齢３区分別にクルマを気軽に利用できない人の割合を比較すると、自動車運転免許を

取得できない 5～14 歳を除くと、年齢層が上がるにつれてクルマを気軽に利用できな

い人の割合が高くなっていき、75 歳以上の人では 65％の人がクルマを気軽に利用で

きない人です。 

就業者

5%

69%

就学者

51%

3%

専業主婦・主夫

7%

11%

無職

37%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クルマを気軽に

利用できない人

その他の人

男性

37%

54%

女性

63%

46%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クルマを気軽に

利用できない人

その他の人

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿PT）

※） 不明を除く 

（職 業） 

（性 別） 
計

(人) 

13,484

32,809

（年 齢） 
計

(人) 

13,484

32,809

計
(人) 

13,356

32,575

計
(人) 

4,472

29,201

6,375

6,245

クルマを気軽に

利用できない人

100%

12%

23%

65%

その他の人

0%

88%

77%

35%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5～14歳

15～64歳

65～74歳

75歳以上

5～14歳

33%

0%

15～64歳

26%

78%

65～74歳

11%

15%

75歳以上

30%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クルマを気軽に

利用できない人

その他の人
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③ 移動目的及び利用交通手段 

 

 

 

 

 

＜ 移動目的の比較 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿PT） 

 

＜ 利用交通手段の比較 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿PT） 

・クルマを気軽に利用できない人の移動目的をその他の人と比較すると、個人属性で就学

者や無職の割合が高いことから、登校や自由の割合が高くなっています。 

・クルマを気軽に利用できない人の利用交通手段をその他の人と比較すると、徒歩や自転

車、自動車（送迎）など、公共交通を利用しない移動の割合が高くなっています。 

出勤

1%

19%

登校

27%

1%

自由

25%

26%

業務

3%

13%

帰宅

45%

41%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クルマを気軽に

利用できない人

その他の人

計
(トリップ/日)

22,582

80,922

鉄道

5%

2%

バス

4%

1%

自動車

(自分で運転)

0%

69%

自動車

(送迎)

29%

19%

自動二輪・原付

2%

1%

自転車

27%

3%

徒歩

32%

5%

その他

1%

0%

不明

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クルマを気軽に

利用できない人

その他の人

計
(トリップ/日)

22,582

80,922
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④ 外出率及び平均移動回数の比較 

 

 

 

 

 

＜ 外出率の比較 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿PT） 

 

＜ 外出した人１人当たり平均移動回数の比較 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿PT） 

 

51%

79%

45%

29%

82%
86%

72%

57%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

15歳以上計 15～64歳 65～74歳 75歳以上

クルマを気軽に利用できない人 その他の人

2.5 2.5
2.8

2.5

3 3
3.2 3.1

0

1

2

3

4

15歳以上計 15～64歳 65～74歳 75歳以上

クルマを気軽に利用できない人 その他の人（回/人）

・クルマを気軽に利用できない人の外出率及び平均移動回数を、年代別にその他の人と比

較すると、クルマを気軽に利用できない人は外出率が低く、また、外出した人でも平均

移動回数が少なくなっています。このことから、自動車を気軽に利用できないために移

動しにくい状況が発生していると考えられます。 
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53.9%

23.5%

22.3%

14.5%

11.9%

11.6%

11.0%

9.4%

3.2%

10.6%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

足腰などの痛み

交通手段がない

トイレの心配（失禁など）

外での楽しみがない

経済的に出られない

病気

耳の障がい（聞こえの問題など）

目の障がい

障害（脳卒中の後遺症など）

その他

無回答
計310票

はい

21.8%いいえ

72.6%

無回答

5.6%

計1,422票

(11) 高齢者の移動特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 目的別に見た外出率 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通手段がないため、外出を控えている人は全体の約 5.1％ 

・高齢者の外出率を移動目的別に見ると、買物や通院で高くなっています。通院では、自

動車運転免許ありの人が免許なしの人と比べて外出率が低くなっていますが、免許あり

の人の方が通院する必要がない人が多いという結果が考えられます。一方で、買物等の

それ以外の目的は、免許なしの人の方が外出率が低くなっており、「飲食・娯楽」の愉

しみな目的でも免許なしの人の方が 6％と低くなっています。 

・また、約 2 割の高齢者が普段外出を控えていると回答しています。その理由としては、

「足腰などの痛み」という身体的な理由が半数以上を占めていますが、「交通手段がな

い」という理由も 23.5％と高くなっています。全体で見ると、高齢者のうち約 5.1％

の人が交通手段がないために外出を控えていると回答しています。 

＜ 外出を控えているか ＞ ＜ 外出を控えている理由 ＞ 

出典） 2021（R3）年介護予防・日常生活圏域ニーズ調査

出典） 2022（R4）年高齢者アンケート調査 

74%
65%

1%

13%

1%
6%

15%

39%

91%

1%
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8% 9%
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自動車運転免許なし 自動車運転免許あり

自動車運転免許なし：1,323票

自動車運転免許あり：5,455票


